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１．まえがき 
　建材用の亜鉛系めっき鋼板や塗装亜鉛系めっき鋼板は
種々のｐＨ（水素イオン指数）環境に暴露される。例えば
窒素酸化物や硫化酸化物が積雪、降雨中に含まれると酸性
雨や酸性雪になり低ｐＨ物質と亜鉛系めっき材料が直接接
触して腐食する。更に海岸からの飛来塩分、融雪塩などが
付着すると酸性物質と複合して腐食を加速させる。コンク
リート土台やデッキなどで使用する生コンクリートや、畜
舎、堆肥舎のアンモニアを含む尿は高ｐＨ物質であり、亜
鉛系めっき材料と接触するとめっき成分が溶解し腐食す
る。本稿では種々のｐＨ環境における亜鉛めっき材料の腐
食の事例及び防止対策、使用する亜鉛系めっき材料の選択
などについて述べる。また、工場、住宅外装部に使用され
る取り付け金具（ボルト、ナット、ワッシャーなど）や屋

　　外のドレン、ダクト、雪止めに、使用されるステンレス、
アルミニウムなどの異種金属と亜鉛系めっき鋼板が接触す
ると腐食電位の相違によりガルバニック腐食が発生する。
住宅内部では防蟻剤の銅イオンが含有されている木材と亜
鉛系めっき材料と接触すると、同様な異種金属接触腐食が
発生する。本稿ではこのような異種金属接触腐食の原理、
腐食の事例、防止対策について述べる。

２. ｐＨ環境での接触腐食
２.１　酸性環境
　日本の酸性環境は酸性雨、酸性雪（pH5.6 以下）が代表
的である。これらは大気汚染物質（SOx．NOx）が含まれ
る季節風が中国大陸から日本に飛来することが主な原因と
されている。SOx（硫黄成分）のラジオアイソトープ測定
で発生地域を特定できるが、中国由来とされる SOx は年
間を通すと１０％～３０％、冬季では６０％強と増加する。
特に冬季に季節風が強くなる日本海側の山陰地区では硫黄
酸化物の沈着量が最大となる。図―１に示すように、新潟
地区で暴露したサンプルに付着する硫酸イオンは雨の洗浄
効果のある上向き暴露サンプルはほとんど付着しないが、
軒天、軒下を想定した下向き暴露サンプルは付着量が多く
影響が大きい。図－２に示すように、亜鉛系めっき鋼板の
中で５５％アルミ－亜鉛合金めっき鋼板（ＧＬ）が低ｐH
領域で腐食量が少ないことがわかる。以前、北陸地区で塗
装鋼板を使用した屋根の腐食問題が顕在化した時、酸性雨、

酸性雪起因として塗装下地を亜鉛めっき（ＧＩ）からＧＬ
への変更を対策とし、改善効果を得た。また耐化学薬品性
の高いフッ素塗装鋼板への使用、一般塗料（ポリエステル
樹脂）の塗膜量の増加も有効である。特に特殊ポリエステ
ル塗料を使用した厚膜塗装鋼鋼板は既に商品化されてお
り、ポリエステル樹脂はフッ素樹脂と比較して価格競争力
があり有利性を持つ。表－１に示すようにフッ素塗装鋼板
と比較してＵＶ透過限界膜厚が低い厚膜塗装鋼板はフッ素
塗装鋼板に劣らない寿命を示す。またフッ素塗装鋼板で使
用するフッ化ビニリデンは結晶性であるため、経時で徐々
に結晶化が進行し塗膜内が不均一になる。これは加工など
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図―１　新潟地区の暴露試験による硫酸イオン付着量の経時変化
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の応力に対し局所的なひずみによるクラックを生じ易く経
時で加工性が劣化する。図－３に示すようにフッ素塗装鋼
板は経時により加工性が劣化するが厚膜塗装鋼板は加工性
に変化がないため長期在庫後でも使用が可能である。さら
に厚膜による水分のバリアー効果も期待できるので酸性環
境のみならずアルカリ環境でも有効な材料といえる。
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